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6094万9063円
1億4834万4540円
2億5755万566円

6億548万9840円
1億4576万5733円
2億7903万8823円

4億2458万8524円
2億5849万8252円

2億8472万8718円
8601万6984円

2億1117万6489円
5922万7302円
1624万5379円

8782万7286円
1億3633万6644円
2329万9434円

5076万7732円
2億3149万9856円
1199万7716円

総務費

国民健康保険（事業） 公共下水道 介護保険

介護サービス 後期高齢者医療

民生費 衛生費

商工費

教育費 その他土木費

消防費議会費

農林水産業費

国民健康保険（直診） 町営バス
七ヶ宿ダム自然休養公園

簡易水道

0 40000 80000 120000 160000 200000

問
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
者

の
コ
ー
ス
に
対
す
る
評
価
や
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
さ
れ

た
経
緯
は
あ
る
か
。
利
用
者
の

声
な
ど
へ
の
対
応
は
。

答
　
七
ヶ
宿
観
光
開
発
に
管
理

業
務
を
委
託
し
て
お
り
そ
ち
ら

か
ら
報
告
書
は
受
け
て
い
る
。

一
部
の
要
望
等
に
つ
い
て
、
道

具
や
案
内
板
等
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
既
に
対

応
し
て
い
る
が
、
コ
ー
ス
に
関

す
る
こ
と
な
ど
す
ぐ
に
対
応
で

き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。

問
　
今
後
の
新
し
い
コ
ー
ス
は

い
つ
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の

ホ
ー
ル
を
準
備
す
る
予
定
か
。

答
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
場
所
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
奥
の
平
た
ん
な

空
き
地
を
予
定
し
て
い
る
。
現

在
18
ホ
ー
ル
あ
る
の
で
36
ホ
ー

ル
ま
で
は
増
や
し
た
い
。

介
護
予
防

問
　
町
で
は
要
介
護
認
定
を
減

ら
し
て
で
き
る
だ
け
自
力
で
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
が
、
ど
の
程
度
浸
透
し

て
い
る
の
か
。

答
　
予
防
に
関
す
る
例
と
し

て
、
プ
ー
ル
の
運
動
教
室
関
係

は
昨
年
５
名
が
参
加
し
て
い

る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組

ん
で
い
る
リ
ハ
ク
ト
等
も
大
き

な
取
り
組
み
の
一
つ
。
ま
た
、

認
知
症
に
関
し
て
も
保
健
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
総
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う

国
で
提
唱
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
町
が
ど
の
よ
う
な
形

を
と
れ
る
か
保
健
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

答 

答 答 

問 

問 問 パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

監査委員意見書

決算特別委員長審査結果報告書

　行政組織の再編は目的とした組織のスリム化と機能性の向上が図られており、新たな
体制のもと計画された事務事業について合理的かつ効率的に執行がなされております。
スタートして日も浅くメリットが多い半面、わずかではありますが問題点も生じており
ますことから、事務分掌に対する職員配置等について体制の全体像を描きながら分析、
検証も必要であると考えます。
　住民からの寄贈によります七ヶ宿町古民家改修工事は、空き家住宅の活用方法及び定
住促進に大きな役割を果たす事業であり、町住宅関連情報発信基地として特色ある事業
の展開を切望します。
　南蔵王エリア活性化基本構想により、町観光の核である長老湖、南蔵王青少年旅行村
並びにやまびこ吊り橋等観光地整備の見直しを行い、観光資源の活用を図るとともに停
滞ぎみの観光産業の活性化に対応するため、基本構想推進の積極的な取り組みに期待を
寄せるものであります。
　本町は実質公債費比率 4.4％の数字が示すとおり健全な財政運営がなされております
が、第５次長期総合計画の推進に向け、町民のニーズを的確に把握するとともに町が求
められる課題や情報を共有し、過疎対策の現状等将来をしっかりと見据えた財政運営に
努められることを提言といたします。

代表監査委員　渡部孝志　　　
　　監査委員　小林喜一郎　　

　去る９月７日の本会議において、議員全員をもって構成する決算特別委員会が設置さ
れ、平成 27 年度七ヶ宿町一般会計決算外８特別会計が決算の審査に付託されました。
　本委員会は、９月 12 日から９月 15 日までの実質３日間にわたり委員会を開催し、執
行部からは町長以下副町長、教育長、会計管理者及び各課長並びに参事、課長補佐等の
出席を求め、決算の全般的な事項及び内容等について詳細に審査を行いました。
　その結果、本委員会は平成 27 年度一般会計決算外８特別会計決算についてはいずれ
も妥当なものと認め、全員一致で認定することに決定いたしました。
　なお、町税等の滞納については昨年度より若干ではあるものの減少しておりますが、
今後も情報を共有し職員一丸となって滞納整理に当たっていただきたい。
　また、七ヶ宿小学校太陽光発電施設は、補助金を活用して設置されたが、寿命年数が
短い設備が含まれており、将来にわたり多額の経費が必要になってくると思われるので、
適切な維持管理に努め有効に活用していただきたい。その他の施設に設置された備品に
ついても適切な管理のもと有効に活用していただきたい。
　以上、委員長の報告といたします。

決算特別委員長　武藏重幸　　

平成27年度に町が使ったお金の内訳（一般会計）

平成27年度に町が使ったお金の内訳（特別会計）


